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議
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景
観
や
環
境
と
調
和
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
民
間
企
業
に
よ
る
大
規
模
な
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
向
け
た
動
き
が
加
速
し
て
い
る
が
、
一
方
で
、

景
観
や
自
然
環
境
の
悪
化
を
危
惧
す
る
立
地
地
域
住
民
に
よ
る
建
設
反
対
運
動
が
起
こ
る
な
ど
、
社
会
問
題

と
な
る
ケ
ー
ス
が
全
国
的
に
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
景
観
や
自
然
環
境
の
保
全
に
対
す
る
責
任
を
負
う
市
町
村
の
中
に
は
、
景
観
計
画
や
条
例
等
で

世
界
遺
産
登
録
地
な
ど
歴
史
的
、
社
会
的
価
値
を
有
す
る
景
観
や
自
然
環
境
の
保
全
に
取
り
組
み
始
め
た
自

治
体
も
あ
る
が
、
現
状
で
は
、
複
数
の
自
治
体
に
ま
た
が
る
地
域
も
多
く
統
一
的
な
ル
ー
ル
の
確
立
に
向
け

た
相
互
調
整
に
は
お
の
ず
と
限
界
が
あ
る
こ
と
、
現
行
法
上
は
自
然
公
園
法
に
規
定
す
る
自
然
公
園
や
景
観

保
全
等
に
関
す
る
条
例
で
指
定
さ
れ
た
景
観
保
全
地
区
で
あ
っ
て
も
、
一
定
の
高
さ
や
面
積
を
超
え
る
も
の

し
か
国
や
自
治
体
が
関
与
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
地
元
自
治
体
へ
の
届
出
義
務
も
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ

の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
が
、
守
る
べ
き
景
観
や
自
然
環

境
を
保
有
す
る
地
方
自
治
体
が
、
そ
の
設
備
建
設
に
計
画
段
階
か
ら
関
与
で
き
る
法
整
備
の
必
要
性
も
高
ま

っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
早
急
に
措
置
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一

一
定
規
模
以
上
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
を
設
置
す
る
事
業
者
に
対
し
、
所
在
自
治
体
へ
の

事
前
届
け
出
を
義
務
付
け
る
こ
と
。

二

事
業
認
定
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
所
在
自
治
体
の
同
意
を
条
件
と
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
七
日
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